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No. 152 京大広報

く大学の動き＞ 昭和 52年度の停年退職教官

京都大学教員停年規程により，本年4月 1日付けで本学を退職される教官は，次の方々
（教授15名，助手 1名）である。

部局 ・職 ｜氏 名 ｜ 生年月日 ｜出身地｜ 講座・研究部門 ｜ 研 究 分 野

長l大正 ｜宮城県 ｜東洋史学第一 ｜騨史学…間一史3. 9.16 の研究

，， 
｜池 田 義備 ｜ 3.28 I開 ｜社 会

品子 ｜｜ 理論社会学，特IC支配理論の研究と袋村
社会学の実証的研究

法学教部授｜｜磯村 3.12. 9 I同法 社会学｜民法および法社会学

理学童授 ｜加藤 ｜北海道 ｜設物楠物学（生特）嬰殊環附境生 ｜物理問環境による動物の生活環御l
御lζ関する研究

グ助手 ｜庚江美 之助｜
3. 6. 7 ｜｜ 京都府 ｜｜ 植物分類品十 ｜｜ 植物系統分類学，特lζ世界産セリ科植物

の分類地理学的研究

医学教部授 ｜｜ 弁上 3. 9.25 I神奈川県｜生理学第二｜細胞膜の物理問一学的研究

工学童授 ｜清野 3.11.26 I悶 ！計餓ソフトウ ｜電吋とその応用計算機ソフトウ
ェア ェア，数値解析の研究

，， 
｜増田友也｜ 3.12.16 I吋建築意匠学｜建鰍計蹴論IC…究

農学義授 ｜満田久郎｜ 3. 5.21 I：京都府 ｜｜栄養 化学 ｜｜ ビタミ γの 七学的研究，米の栄養食品
工学，新タンパク食糧資源開発

// ｜石井象二郎｜ 4. 2.12 I東判官醐｜帥生理学…いる化学物質の研究

農学部附属演習｜ I 寺崎康正
教授

3.10. 5 1：東京都｜｜｜ 森林経理品ナ ｜｜ I森3林て施の研業論究，特lζ森林の生長と収後ICつ

養護授｜藤岡謙二郎 ｜ 3. 4.15 I京都府 ｜人文地理学｜一通路lζ一史地理学的研究

，， ｜小笹英夫 ｜ 3. 5.21 ｜京都府 ｜化 学 i有機合成釈明開究
，， ｜大浦幸男｜ 4. 1.17 I加｜英 語 ｜現代詩を中…ーの附よ

び英語教授法の実践的研究

人文科学教研究→授 I林星辰三即 1｜ 。性比・ ：~伺Jil系｜！ 日 本文化｜｜ 日本文化史．特IC古代より流出Eいたる
変革期の歴史と文化の総合的研究

東南アジ「 4. 2.21 1兵庫県｜｜｜ 生物 構造 ｜｜ ｜東研南究アジアにおける農業開発の経済学的センタ一 本岡
教授

1月10日から11日にかけての

事態について

40分頃学外へ引き上げた。

なお，この聞に，時計塔正面外壁に「竹本処分

粉砕」の6文字が落書された。
さる 1月10日（火）午後10時頃，大学本部時計

塔内部から，時折り明りが洩れ，器物を破綴する

ような大きな物音が聞こえるなど，異常を感じさ

せる事態が起った。この知らせを受けた総長は，

この事態に緊急に対処し更に不測の事態に発展す

ることを防止するため，同11時瞥察の出動を要請

した。

翌日日（水）午前O時20分頃，瞥官隊が本部構
内に立ち入り，その際6名が逮捕され，引き続き
現場における捜査が行なわれた。警官隊は， 5時

1月15日の捜査について

さる 1月15日（日），事与察による学内および熊

野寮の捜査が行なわれた。

この日の捜査は，昨年12月5日（月）教養部正

門前で起った事件に係る暴力行為， 兇器準備集

合，傷害および1月10日（火）から11日（水）に

かけて本部時計塔とその周辺で‘起った事件に係る

建造物侵入，同損綾，暴力行為に関する各被疑事

件について突然行なわれたもので，関係各部局長
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等が立会人となり，午前8時30分頃から始まり，

11時40分頃までに終了した。

捜索は， 12月5日の事件に係るものとして文学
部学友会ボックス ・工作室，教育学部自治会ボッ

クス ・学生控室，経済学部学部長室 ・同好会ボッ

クス，理学部学生控室（無所属），工学部学部長
室 ・応接室 ・事務部長室，農学部自治会ボック

ス，教養部尚賢館，西部構内同学会ボックスの各

場所について行なわれた。また， 1月10日から11

日の事件に係るものとして西部構内山岳部ボック

スおよび熊野寮の一室について行なわれ，あわせ

て本部建物およびその附近の現場検証がなされ

た。以上の捜査において，ヘルメッ 卜，角材，竹

竿，鉄パイプ，軍手，ピラ等が押収された。

なお，この日の捜査のうち，熊野寮の捜索等に

関して従来の慣行にもとる点があったので，学生

部長は警察にこの旨を強く申し入れた。

一一－・・・ ..”””’・阿Ulll•..叫・•unuo....明朗.. ・ …一一一
く部局の動き＞

フランス政府からの受章

本学文学部大地原 豊教授と人文科学研究所川
勝義雄教授に対して，フランス政府から教育功労
章（1’Ordredes palmes Academiques) シュノf
リェ級が授与され，その授与式が1月19日，関西
日仏学館で行なわれた。

この教育功労章は，教育や学術研究の面で，フ

ランスとの文化交流に功績のあった外国人に授与

される勲章である。 （文学部 人文科学研究所）

く紹介〉

ウイルス研究所

ウイノレス研究所は昭和31年4月1日に創まる。

当初，物理，病理，化学，血清免疫，予防治療の 5部
門でスター卜したが，その後順次，がんウイノレス，

附属ウイ Jレス診断研究施設，遺伝学，細胞ウイ Jレス

学，神経ウイノレス病（客員）の4部門， l施設が加
わり，現在9部門 1施設の構成になっている。
ウイノレスは元来，人 ・動物 ・植物を問わずいず

れも疾病の病原体としてその存在が認識されたも

のであるが， 1950年代に入って，組織培養技術の

進歩に伴い，病原性の不明なウイ Jレスの存在も認

められるようになった。

他方，ウイ Jレスは，生物として最も単純な存在

である。およそ実すというものは設定条件が簡単

な程，結果と設’，条件との因果関係をつけ易い。

このような観点から，生物として最も単純なウイ

ノレスは，生物学の基礎的法則の研究に最も適して

いることになる。 1940年代以降生物学の革命とい
われる分子遺伝学，分子生物学を発展させるのに

ウイルスが大きく貢献したのは，こうした理由に

よるものである。

ウイノレス研究所はこうしたウイルスを利用して

の基礎生物学的研究が大きく発展しつつある時に

創設されたわけで，病原論的な医学的立場からス
タートしたので‘はあるが，その研究が医学的側面

と基礎生物学的側面の両面をもっ方向に進んだこ

とには必然性があったというべきであろう。そし

て既設の東京大学伝染病研究所（現在の医科学研

文学部長の交替

1月16日，今津晃文学部長の任期満了に伴
い，その後任として西国龍雄文学部教授（文学科

言語学講座担当）が任命された。任期は，昭和54
年1月15日までである。 （文学部）

霊長類研究所長の交替

1月16日，近藤四郎霊長類研究所長の辞任に伴
い，その後任として河合雅雄霊長類研究所教授

（生活史研究部門担当）が任命された。任期は，

昭和55年1月15日までである。 （霊長類研究所）

究所），大阪大学微生物病研究所が“医学的”で
あったから， 類型化を避けてウイノレス研究所が

“基礎生物学的”に傾斜したことは賢明でもあ

り，妥当でもあったといえよう。

病理部門では， リンパ組織， リンパ球の免疫細

胞学的研究。物理部門では，ウイノレス感染細胞，

マウス乳癌細胞，ウイ jレス粒子の形態および形態

形成に関する電子顕微鏡的研究。化学部門では，
RNA合成の制御機構および DNA依存 RNA合

成酵素の構造と機能に関する分子遺伝学的並びに

分子生物学的研究。血清免疫部門では，ウイノレス

感染に対する細胞性免疫の成立機構並びに作用機
構，ウイ Jレス発癌機構，ウイノレスによる envelope

fusionおよび細胞融合の機構， ウイ Jレス感染初

期過程の分析，ファージ変換遺伝子の由来等の研

究。予防治療部門では，インフルエンザウイルス

感染に対する防御機構，遅発ウイルス感染の免疫

病理等の研究。がんウイ Jレス部門で、は狂犬病ウイ

ノレスの増殖，持続感染， ウイノレス感染細胞内封入

体の生物学， DNA型腫湯ウイノレスによる腫湯細
胞化機構等の研究。遺伝学部門では，大腸菌にお

ける DNA依存 RNA合成酵素の遺伝学，エピゾ

ーム DNAの複製調節，膜蛋白合成の遺伝的制御

等の研究。細胞ウイノレス学部門で、は，動物ウイノレ

ス感染に対する細胞の反応，インターフェロンの

生化学および生物学，細胞の増殖と分化の制御等

の研究。ウイ Jレス診断研究施設で・は，年間15,000
件に及ぶ患者材料の診断業務のほか，手足口病や

ピノレマのウイルス病についての疫学，胎内感染，

新生児感染，心臓疾患とウイルスの関係等の研究
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